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妊
婦
、と
く
に
妊
娠
初
期
の
女
性
が

風
し
ん
に
か
か
る
と
、生
ま
れ
て
く
る

赤
ち
ゃ
ん
が
、耳
が
聞
こ
え
に
く
い
、

目
が
見
え
に
く
い
、生
ま
れ
つ
き
心
臓

に
病
気
が
あ
る
な
ど「
先
天
性
風
し
ん

症
候
群
」と
い
う
病
気
に
か
か
っ
て
し

ま
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

予
防
の
た
め
に
は
、妊
娠
す
る
可
能

性
の
あ
る
女
性
は
事
前
に
予
防
接
種

を
受
け
て
お
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

ま
た
、パ
ー
ト
ナ
ー
の
方
も
風
し

ん
を
発
症
し
な
い
よ
う
注
意
し
て
お

く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

日
高
町
で
は
、妊
娠
を
希
望
し
て

い
る
女
性
と
、妊
婦
さ
ん
の
夫
へ
の

風
し
ん
予
防
接
種
ま
た
は
、麻
し
ん
・

風
し
ん
混
合
予
防
接
種
の
費
用
を
助

成
し
ま
す
。

■
対
象
者

　

日
高
町
に
住
所
を
有
す
る
方
で
、

左
記
の
事
項
に
該
当
す
る
方

●
19
歳
〜
49
歳
の
妊
娠
を
予
定

　
　
　

ま
た
は
希
望
し
て
い
る
女
性

（
昭
和
39
年
４
月
２
日
〜
平
成
８
年

４
月
１
日
生
）

※�

接
種
を
希
望
す
る
方
は
、妊
娠
し
て
い
な
い

時
期
に
接
種
し
、接
種
後
２
か
月
間
は
妊
娠

を
避
け
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

●
妊
娠
し
て
い
る
女
性
の
夫

（
母
子
健
康
手
帳
で
確
認
し
ま
す
）

■
助
成
期
間

　

平
成
26
年
４
月
１
日

�
〜
平
成
27
年
３
月
31
日

風
し
ん
予
防
接
種
の

�

費
用
を
助
成
し
ま
す

健康推進課
お知らせ

お問い合わせは、
（☎63・3801）まで。

風
し
ん
と
は
？

　

発
熱
、発
疹
、リ
ン
パ
節
腫
脹
を
特
徴
と
す
る

ウ
イ
ル
ス
性
の
病
気
で
す
。な
か
で
も
妊
娠
初
期

の
妊
婦
さ
ん
に
感
染
す
る
と
、白
内
障
、心
疾
患
、

難
聴
な
ど
障
が
い
を
も
つ
赤
ち
ゃ
ん
が
生
ま
れ

る
可
能
性
が
あ
り
注
意
が
必
要
で
す
。今
年
は
、

去
年
に
比
べ
て
非
常
に
大
き
な
流
行
と
な
っ
て

い
ま
す
。ま
た
、風
し
ん
の
流
行
は
数
年
続
く
こ

と
が
知
ら
れ
て
い
ま
す
。和
歌
山
県
で
も
９
月
末

時
点
で
去
年
の
約
20
倍（
去
年
…
10
名　

今
年
…

２
４
７
名
）の
報
告
が
あ
り
、近
畿
圏
内
で
４
番

目
に
多
い
状
況
で
す
。

後
期
高
齢
者
医
療

�

健
康
診
査
の
ご
案
内

介
護
保
険
の
紙
お
む
つ

等
支
給
事
業
に
つ
い
て

■
期
間
…
平
成
26
年
６
月
２
日
〜

　
　
　
　

平
成
27
年
２
月
28
日
ま
で

■
場
所
…
受
診
券
に
同
封
す
る
一
覧

　
　
　

表
に
記
載
さ
れ
た
医
療
機
関

■
対
象
者
…
75
歳
以
上
の
方

（
65
歳
以
上
75
歳
未
満
で
一
定
の
障
が

い
認
定
を
受
け
ら
れ
た
方
を
含
む
）

　

介
護
さ
れ
て
い
る
ご
家
族
等
の
経

済
的
負
担
を
軽
減
す
る
と
と
も
に
要

介
護
高
齢
者
の
在
宅
生
活
を
支
援
し

ま
す
。

　

申
請
に
よ
り
支
給
が
決
定
す
れ

ば
、月
額
三
千
円
の
助
成
を
受
け
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

■
支
給
対
象
者
の
要
件

①
当
町
の
被
保
険
者
で
あ
る
こ
と

②�

非
課
税
世
帯
で
あ
る
こ
と（
市
町

村
民
税
・
所
得
税
）

③
要
介
護
認
定
を
受
け
て
い
る
こ
と

④�

直
近
の
寝
た
き
り
度
判
定
が
Ｂ
ま

た
は
Ｃ
に
該
当
す
る
方
、ま
た
は

認
知
度
判
定
ラ
ン
ク
Ⅲ
以
上
に
該

当
す
る
方

④� ｢

在
宅｣

、｢

軽
費
老
人
ホ
ー
ム｣

、

｢

認
知
症
対
応
型
共
同
生
活
介
護｣

、

｢

住
宅
型
有
料
老
人
ホ
ー
ム｣

で
介

護
を
受
け
て
い
る
方（
入
院
・
入
所

さ
れ
て
い
る
方
は
除
き
ま
す
）

⑤�

介
護
保
険
料
を
過
去
１
年
分
、滞

納
し
て
い
な
い
こ
と

■
手
続
き
の
方
法

　

紙
お
む
つ
等
が
必
要
な
方
は
、あ

ら
か
じ
め
健
康
推
進
課
へ「
日
高
町

介
護
保
険
家
族
等
介
護
用
品
支
給
申

請
書
」を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。（
申

請
月
か
ら
の
支
給
と
な
り
ま
す
）

　

詳
し
く
は
、健
康
推
進
課（
☎
６
３･

３
８
０
１
）ま
で
。

■
費
用
…
６
０
０
円

■
お
申
し
込
み
方
法

　

対
象
の
方
に
は
、５
月
下
旬
に
受

診
券
を
直
接
お
送
り
し
て
い
ま
す
。

（
受
診
券
発
行
の
申
込
手
続
き
は
不

要
に
な
り
ま
し
た
）

■
お
申
し
込
み
先

和
歌
山
県
後
期
高
齢
者
医
療

　
　
　
　
　
　
　
　
　

広
域
連
合

�

（
☎
０
７
３･

４
２
８･

６
６
８
８
）
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　11月下旬から12月上旬にかけ、ジェネリック医薬品を使用された場
合、１か月の自己負担額が200円以上軽減される可能性がある方を対象
に、ジェネリック医薬品使用促進のお知らせをお送りしています。
　患者負担の軽減や医療保険財政の改善には、ジェネリック医薬品の普及
が重要です。この機会に、ジェネリック医薬品の使用をご検討ください。

　このお知らせは、現在病院で処方されているお薬を、ジェネリック医薬品に切り替えた場合に自
己負担額が軽減できることをお伝えするもので、切り替えを強制するものではありません。

　お薬によっては、ジェネリック医薬品への切り替えができない場合もあります。
　切り替えを希望される方は、かかりつけの医師または、薬剤師にご相談ください。

【お問い合わせ先】
後発医薬品利用差額通知コールセンター
� ☎０１２０･５３･０００６（通話無料）

【お知らせ発行元】
和歌山県後期高齢者医療広域連合
和歌山市吹上２丁目１番２２号　日赤会館９階
� ☎０７３･４２８･６６８８

後期高齢者医療制度に加入されているみなさまへ

ジェネリック医薬品使用促進の

� お知らせをお送りしています

ジェネリック医薬品使用促進の

� お知らせをお送りしています

効果的な運動方法を学んで、いい汗をかいて、メタボリックシンドロームを予防・改善しませんか？
楽しく運動をしたい方、ぜひご参加ください。

☆�医療機関にかかっている方は、
　運動制限について必ず主治医にご相談ください。

○ストレッチ
○初級エアロビクス
○ウォーキングフォーム
○筋力トレーニング

・動きやすい服装　・運動シューズ
・汗ふきタオル　・飲み物（お茶等）

メディカル＆フィットネス　アクオ
� 運動指導士

時　　間 場　　所

12月 8日 月 10:00〜11:30

メディカルフィットネス　アクオ
3階

1月16日 金 13:30〜15:00

2月16日 月 10:00〜11:30

3月11日 水 13:30〜15:00

ご用意いただくもの

講　師

内　容

お申し込み・お問い合わせ先 健康推進課　☎63・3801

運 動 教 室 の ご 案 内


